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　３月 19 日、鹿児島市の鹿児
島サンロイヤルホテルで定例会
を開いた。テーマはＤＸ（デジタ
ルトランスフォーメーション）
について。会員約50人が参加し、
その必要性などを理解した。
　講師として登壇したのは、宮
崎市に拠点を置くデンサンの仲
章吾氏。今後、国内で予想され
る労働人口減の穴埋めにＤＸを
活用して「効率よく高い競争優
位を設計してほしい」と呼び掛
けたほか、その推進へ「徹底し
たビジョン共有」「中心に立つ人

材の確保」が不可欠であると提言した。
　定例会を終えて、ＤＸ推進に興味を示した逆瀬川理事長（三洋ハウス）。今後の協会活動にも言及し「鹿児島の
住まいづくり、まちづくりを支える団体として（会員相互に）知恵を出し合いながら発展していきたい」と力を
込めた。　

３月度定例会　ＤＸに迫る３月度定例会　ＤＸに迫る３月度定例会　ＤＸに迫る

必要性や推進にあたってのポイントなどを学んだ

受　　　付　17：30～

定時総会　18：00～19：00

懇　親　会　19：00～2０：30

日時 2024年５月21日（火）
場所 鹿児島サンロイヤルホテル（鹿児島市与次郎）

逆瀬川理事長　黄綬褒章祝賀会

　2023年秋に黄綬褒章を受章した逆瀬川理事長の祝賀会が２月10日、鹿

児島市の鹿児島サンロイヤルホテルであった。来賓をはじめ、関係団体や

企業の代表者ら約300人が出席。強いリーダーシップと情熱で業界発展

に力を注いできた功績をたたえ、喜びを分かち合った。

　逆瀬川理事長は、県外建材メーカーでの勤務を経て「鹿児島のために」

と一大決心し帰鹿。29歳で７坪の事務

所からスタートした。〝お客さまが幸

せになれる住まいづくり〟を目指し奮

闘する中、「鹿児島のよりよいまちづく

り、住まいづくりへの貢献」を使命とす

る県住宅産業協会を設立し、今もトッ

プで舵を執る。

　

リフォーム事業を主力としております。会員の皆さまにご指導いただ

きながら、協会発展の一助となれるよう、まい進してまいります。

久保　直樹（㈱市坪建装・取締役）

introduce新 規 入 会 員

底地の権利調整などを行っております。協会のお役に立てるよう努め

てまいります。

大原　光晴（㈱サンセイランディック・福岡支店長）

introduce参 加 会 員 変 更

業界発展への功績称える
　祝辞では、全国住宅産業協会の馬場研治会長がこれまでの功績などに触れ、「強いリーダーシップとこれまでの

数々の実績が栄えある受章につながった」と紹介。「地域のため、将来の住宅業界発展に貢献を」と期待した。

　塩田康一知事や下鶴隆央鹿児島市長、南日本銀行の田中暁爾頭取も言葉を寄せたほか、花束贈呈では孫の逆瀬川

華菜（はな）さん（３歳）が登壇。笑顔あふれる姿に大きな拍手が沸き起こった。

　多くの関係者が見守る中、日々の感謝を伝えた逆瀬川理事長。「受章を新しいスタート、出発点として、積極的に切り

拓いていく活動を続けていきたい」と決意を見せた。

親族に囲まれて記念撮影

出
席
者
に
感
謝
を
寄
せ
る
逆
瀬
川
理
事
長

来賓など約300人が受章を祝った花束を手渡す孫の華菜さん

 定 時 総 会 の ご 案 内


